
「死神ハッピー」10円

光の溢れる現世とは、全くかけ離れた暗闇の世界。
生き物の存在はなく、現世で言えば霧のような曖昧な存在。死神が住む。
死神ハッピーは、鎌を研いでいた。次の獲物を仕留める為に。
お供の黒い天使が、依頼人からの手紙を受け取った。
「ハッピー、ご依頼だよ」
死神ハッピーは、鎌を研ぐのを辞めた。鎌はブラックライトで、光を当てたような輝きを帯びている。
「おや、伊達さん誰からかね」
黒天使伊達は、一通の手紙を死神ハッピーに渡す。
「何、何」
死神さん私の夫を殺して下さい。
彼は、夜な夜な他の女と遊び呆け、一月に一日しか帰ってきません。
いっその事、彼を骨だけに火葬し、私のものにさせて下さい。
「恋の逆恨みと、夫への愛情か、伊達さんは聞いてみてどうよ」
「そうだねー、受けてみてもいいじゃない」
「では、行こうか。伊達さん入口よろしく」
「へい」
死神ハッピーは、現世の入口へ。
夜遊び夫の前に姿を現す。
「馬鹿野郎なんだてめえは！　」
「あっしは、たいしたものじゃございやせん。こういう者です」
大きな鎌を構えると、突進し夜遊び夫を貫通した。夜遊び夫は、その場で横に倒れうずくまった。
「依頼完了」
死神ハッピーの体は、霧のように存在が薄まる。
伊達、そっちの入口を開けてくれ。
「ちょっとまってね」
死神ハッピーは、現世の出口に入る。
数日後、依頼主から手紙が来た。
「ハッピー、お手紙だよ」
「どれどれ」
死神さんありがとうございました。
夫の浮気心はすっかり亡くなり、家に毎日帰るようになりました。
子供も喜んでいます。
本当にありがとうございました。
死神ハッピーは、呟く。
「ご家族のハッピーニューイヤー」
死神ハッピーは、再び、鎌の手入れを始めた。
完
